












































































































　⑬▲▼「ボウ（追う）」（LAJ147・189 図）（唇音 bo─母音 o）（唇音化）
（安部 2008.3）
　⑭▲▼地名分布「bu─u対応（Budo 葡萄─udo・uto 宇藤・宇都）」


























































































































































































































































A─a 「母音の b 音化（破裂化）」
　⑬▲▼「ボウ（追う）」（LAJ147・189 図）（唇音 bo─母音 o）（唇音化）
（◇安部 2008.3）
　⑭▲▼地名分布「bu─u対応（Budo 葡萄─udo・uto 宇藤・宇都）」



















































































































































































































































































































































Figure B.  Composite borders of languages, culture and climate in Europe
（ABE2013）
□─□  Centum-Satem border（dotted line is the border with a different 
interpretation）
▽─▽  Isothermal line at 0 Degrees Celsius（coldest month: January）
●─●  Presence of sibilance（the boundary lines of the presence current 
and past）
○─○ Distribution boundaries of blood type O in 60％ of population































































































































































































































































































































































































































































































































































































おきたい。この「s」音の正体が、この k─s 対応における sである可能性がある。
それは、例えば、極めて［h］に近い［kh］として説明可能な［kh］があり、それ
が sとの交替形として現れたものであると説明されることになる。その音変化は口
蓋化として次のように説明可能である。
　この比較研究は、古代のアメ─サメ交替の正体として、［＊khame─same］とい
う新たな仮説を提示する。なぜなら、従来の説では、s音の挿入ないし脱落の 2案
でしか検討されてきていないからである。
　　　修正　　　　kh（＝k’）＞kj＞kj＞ksj＞ksj＞sj＞s
　　（修正前）　　 kh（＝k’）＞kj＞ktj＞ktsj＞tsj＞sj＞s
以上
